
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パケットの配置がモデル受信機により規定された複数のトランスポートストリームが多
重化された多重化ストリームである受信データに対し、時間デインタリーブ処理を実施す
るための大容量メモリと、
　前記多重化ストリームの受信データを、送信側で実施された時間インタリーブの規則に
従って、サンプルクロック毎に前記大容量メモリに格納位置を切り替えて書き込む書込制
御部と、
　前記大容量メモリに書き込まれた 受信データ 、前記大容量
メモリの後段に設けられた少なくとも一つのデータ処理部の処理内容 に基づいて

選択し、該後段の
データ処理部において前記選択された受信データに処理が実施されるタイミングあるいは
処理後のデータが出力されるタイミングを予め演算し、前記選択された

を 前記演算されたタイミングで前記大容量メモリから
読み出す読出制御部と

　を備えることを特徴とするデジタル放送受信装置。
【請求項２】
　前記多重化ストリームの受信データには、伝送特性の異なる複数の階層を同時に伝送す
る階層伝送が可能であるように階層情報が指定され、
　前記受信データが前記後段のデータ処理部に至る転送経路および該データ処理部の構成
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の少なくとも一部は、前記各階層が指定された受信データを並列処理が可能であるように
複数列の階層毎転送経路に構成され、
　前記読出制御部は、
　前記大容量メモリに書き込まれた受信データを、前記大容量メモリの後段に設けられた
データ処理部の処理内容および受信データの転送経路の構成に基づいて選択し、前記選択
されたデータが前記階層毎転送経路を経て前記後段のデータ処理部で処理が実施されるタ
イミングを演算して読み出す
　ことを特徴とする請求項１に記載のデジタル放送受信装置
【請求項３】
　前記データ処理部は、
　前記トランスポートストリームの受信データを１データパケット分毎に出力するか、あ
るいは、ヌルパケットを出力するトランスポートストリーム再生部であり、
　前記読出制御部は、
　トランスポートストリーム再生部から出力されるトランスポートストリームパケットの
出力順に従って選択し、前記各階層毎転送経路から前記トランスポートストリーム再生部
にデータが出力されるタイミングを演算して読み出す
　ことを特徴とする請求項２に記載のデジタル放送受信装置。
【請求項４】
　前記複数列の階層毎転送経路には、
　前記受信データを前記階層毎転送経路に分割させる階層分割部と、
　前記階層毎転送経路で処理された各受信データを合成する階層合成部と、
　前記階層毎転送経路から前記階層合成部に入力させる受信データを選択する切り替え部
と
　を備えることを特徴とする請求項２または３に記載のデジタル放送受信装置。
【請求項５】
　前記データ処理部は、
　前記受信データに対して、送信側でパンクチュアード処理された際の符号化率によりデ
パンクチュアード処理を実施するように、前記各階層毎転送経路に設けられるデパンクチ
ュアード部であり、
　前記読出制御部は、
　前記各階層毎転送経路の各々に対応する受信データを選択し、前記デパンクチュアード
部から前記符号化率に従ってデパンクチュアード処理されたデータが前記階層合成部に出
力されるタイミングを演算して読み出す
　ことを特徴とする請求項４に記載のデジタル放送受信装置。
【請求項６】
　前記データ処理部は、
　前記受信データに対して、ビットデインターリーブ処理を実施するように、前記各階層
毎転送経路に設けられるビットデインターリーブ部であり、
　前記読出制御部は、
　前記各階層毎転送経路の各々に対応する受信データを選択し、前記ビットデインターリ
ーブ部で変調方式に基づいてビットデインターリーブ処理されたデータが前記階層合成部
に向けて出力されるタイミングを演算して読み出す
　ことを特徴とする請求項４または５に記載のデジタル放送受信装置。
【請求項７】
　前記大容量メモリは、ダイナミックランダムアクセスメモリ（ＤＲＡＭ）であり、
　前記サンプルクロックは、ＦＦＴ（高速フーリエ変換）サンプルクロックである
　ことを特徴とする請求項１～６の何れか１項に記載のデジタル放送受信装置。
【請求項８】
　パケットの配置がモデル受信機により規定された複数のトランスポートストリームが多
重化された多重化ストリームである受信データに対し、時間デインタリーブ処理を実施す
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るための大容量メモリと、その読出制御部を備えるデジタル放送受信装置において、
　前記読出制御部の処理ステップには、
　前記大容量メモリに書き込まれた 受信データ 、前記大容量
メモリの後段に設けられた少なくとも一つのデータ処理部の処理内容 に基づいて

選択するステップ
と、
　前記後段のデータ処理部において前記選択された受信データに処理が実施されるタイミ
ングあるいは処理後のデータが出力されるタイミングを予め演算するステップと、
　前記選択された を 前記演算されたタ
イミングで前記大容量メモリから 読み出すステップと
　を有することを特徴とするデジタル放送受信方法。
【請求項９】
　前記デジタル放送受信装置における、前記受信データが前記後段のデータ処理部に至る
転送経路および該データ処理部の構成の少なくとも一部が、前記各階層が指定された受信
データを並列処理が可能であるように複数列の階層毎転送経路に構成され、
　前記読出制御部の処理ステップにおいて、
　前記大容量メモリに書き込まれた受信データを選択する前記ステップでは、前記大容量
メモリの後段に設けられたデータ処理部の処理内容および受信データの転送経路構成に基
づいて選択し、
　前記選択された受信データを読み出す前記ステップでは、前記階層毎転送経路を経て前
記後段のデータ処理部で処理が実施されるタイミングを演算して読み出す
　ことを特徴とする請求項８に記載のデジタル放送受信方法。
【請求項１０】
　前記データ処理部は、
　前記トランスポートストリームの受信データを１データパケット分毎に出力するか、あ
るいは、ヌルパケットを出力するトランスポートストリーム再生部であり、
　前記読出制御部の処理ステップにおいて、
　前記大容量メモリに書き込まれた受信データを選択する前記ステップでは、トランスポ
ートストリーム再生部から出力されるトランスポートストリームパケットの出力順に従っ
て選択し、
　前記選択された受信データを読み出す前記ステップでは、前記各階層毎転送経路から前
記トランスポートストリーム再生部にデータが出力されるタイミングを演算して読み出す
　ことを特徴とする請求項９に記載のデジタル放送受信方法。
【請求項１１】
　前記データ処理部は、
　前記受信データに対して、送信側でパンクチュアード処理された際の符号化率によりデ
パンクチュアード処理を実施するように、前記各階層毎転送経路に設けられるデパンクチ
ュアード部であり、
　前記読出制御部の処理ステップにおいて、
　前記大容量メモリに書き込まれた受信データを選択する前記ステップでは、前記各階層
毎転送経路の各々に対応する受信データを選択し、
　前記選択された受信データを読み出す前記ステップでは、前記デパンクチュアード部か
ら前記符号化率に従ってデパンクチュアード処理されたデータが階層合成されるために出
力されるタイミングを演算して読み出す
　ことを特徴とする請求項１０に記載のデジタル放送受信方法。
【請求項１２】
　前記データ処理部は、
　前記受信データに対して、ビットデインターリーブ処理を実施するように、前記各階層
毎転送経路に設けられるビットデインターリーブ部であり、
　前記読出制御部の処理ステップにおいて、
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　前記大容量メモリに書き込まれた受信データを選択する前記ステップでは、前記各階層
毎転送経路の各々に対応する受信データを選択し、
　前記選択された受信データを読み出す前記ステップでは、前記ビットデインターリーブ
部で変調方式に基づいてビットデインターリーブ処理されたデータが階層合成されるため
に出力されるタイミングを演算して読み出す
　ことを特徴とする請求項１０または１１に記載のデジタル放送受信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、モデル受信機によりパケットの配置が規定された複数のトランスポートスト
リームが多重化されたデジタル放送の多重化ストリームの受信データを復号するデジタル
放送受信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　日本における地上デジタル放送ＩＳＤＢ－Ｔ（サービス統合地上デジタル放送）は、Ｍ
ＰＥＧ－２システムで規定されたトランスポートストリーム（以下、ＴＳとも記載する）
のデータの複数個のグループをデータセグメントとし、そのデータセグメントにパイロッ
ト信号が付加されたＯＦＤＭ（直交周波数分割多重）ブロック（又は、ＯＦＤＭセグメン
トとも記載する）を複数個組み合わせて送信される（例えば、非特許文献１参照）。ＴＳ
の構成は、受信側で非特許文献１に規定されたモデル受信機で再生されるＴＳの構成に基
づき、受信側でモデル受信機と同等の動作が実施されることを前提として、トランスポー
トストリームパケット（以下、ＴＳＰとも記載する）の配置がＯＦＤＭ信号に適するよう
にして多重化される。
【０００３】
　多重フレーム中のＴＳＰは、非特許文献１で規定されたＯＦＤＭ信号の３階層のいずれ
かで伝送されるものか、ＯＦＤＭ信号では伝送されないヌルパケットのいずれかに属する
。多重フレーム中のＴＳＰ配置を上記のようにモデル受信機で再生されるＴＳの構成に基
づいて規定することで、ＴＳＰ毎に複数の階層に分割されて伝送された信号から、受信側
で、送信側で送信したものと同じＴＳを再生することができる。
【０００４】
　また、非特許文献１に規定されたモデル受信機では、ＦＦＴ処理された受信データに対
して、差動復調もしくはスキャッタードパイロットによる復調の処理が実施され、周波数
デインタリーブ処理が行われ、時間デインタリーブ処理が行われる。時間デインタリーブ
処理は、ＯＦＤＭフレーム間における畳み込みデインタリーブ処理であるので、最大２Ｏ
ＦＤＭフレーム程度の大容量のメモリが必要となる。時間デインタリーブ処理に使用され
るメモリ素子は、安価で比較的大容量のＤＲＡＭ（ＳＤＲＡＭ等）を外付けで使用するの
が一般的である。その後、受信データは、階層分割され、階層毎にビットデインタリーブ
処理、及び、デパンクチュアード処理が実施され、階層バッファ部に蓄積される。階層バ
ッファ部等の時間デインタリーブ処理以外の他の処理に使用されるメモリ素子は、要求さ
れる個々の容量が小さいため、ＬＳＩに内蔵される高価で比較的小容量のＳＲＡＭを使用
するのが一般的である。
【０００５】
　階層バッファ部に１パケット分のデータが入力された時点で階層合成部に接続されるス
イッチが切り替えられて接続され、その後段に設けられたＴＳ再生部のＴＳバッファ部に
データが転送される。このデータ転送は瞬時に行われるものとする。ＴＳ再生部のＴＳ再
生制御部では、１ＴＳＰ時間（４０８バイト時間。１ＴＳＰは２０４バイトであるが、畳
み込み符号のマザーコードが１／２であるため、４０８バイトとなる。）毎にＴＳバッフ
ァ部をチェックし、１パケット以上のデータが蓄積されているときは１パケット分のデー
タを読み出し、ＴＳバッファ部にデータがない場合にはヌルパケットを送出する。
【０００６】
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【非特許文献１】規格番号「ＡＲＩＢ　ＳＴＤ－Ｂ３１」、標準規格名「地上デジタルテ
レビジョン放送の伝送方式」、社団法人電波産業界（ＡＲＩＢ）、第１．５版（改定日：
平成１５年７月２９日）、策定年月日：平成１３年５月３１日
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記したように地上デジタル放送の受信装置は、非特許文献１で規定されたモデル受信
機に準じて構成する必要があるが、モデル受信機の通りに構成すると、例えば、階層バッ
ファ部からＴＳ再生部のＴＳバッファ部に瞬時にデータが転送された場合、ＴＳバッファ
部に格納されたデータがスイッチ等によりＴＳ再生制御部に出力されるまでには、ＴＳＰ
時間の単位での待ち時間が発生する。ＴＳバッファ部には、その待ち時間の間、各階層バ
ッファ部から転送されたデータを保持する必要があるため、相当な容量が必要とされる。
このＴＳバッファ部の容量としては、最大で１６ＴＳＰ分のデータ容量が必要である。
【０００８】
　ＴＳバッファ部に必要な記憶容量は、ＴＳバッファ部における１ＴＳＰデータが４０８
バイトで構成されるので、次の式を演算することにより求めることができる。
　（１６ビット×４０８バイト）×１６ＴＳＰ＝１０４Ｋビット
【０００９】
　つまり、モデル受信機のＴＳバッファ部におけるＴＳ再生制御部への待ち時間に必要な
記憶容量は１０４Ｋビットであるが、さらに、モデル受信機ではＴＳバッファ部がビタビ
復号部の前段に配置されているので、例えば、ビタビ復号の精度を向上させるためには、
１バイトのデータ幅を１６ビット以上にする必要がある。この場合にはＴＳバッファ部の
記憶容量を１０４Ｋビットよりもさらに増大させる必要が生じる。言い換えれば、従来の
地上デジタル放送受信装置においては、ＬＳＩに内蔵される高価なＳＲＡＭにより構成さ
れるＴＳバッファ部に必要となる記憶容量を大きくする必要があり、ＴＳバッファ部のメ
モリ等の回路規模が増大することでＬＳＩ等の部品コストが増大してしまうという問題が
ある。
【００１０】
　本発明は、上述した課題を解決するためになされたものであって、地上デジタル放送受
信装置においてＴＳバッファ部等のＬＳＩに内蔵されるＳＲＡＭの使用量を減少させるこ
とで、ＬＳＩ等の回路規模を縮小させ、消費電力を抑制することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記した目的を達成するために、本発明の地上デジタル放送受信装置では、
　パケットの配置がモデル受信機により規定された複数のトランスポートストリームが多
重化された多重化ストリームである受信データに対し、時間デインタリーブ処理を実施す
るための大容量メモリと、
　多重化ストリームの受信データを、送信側で実施された時間インタリーブの規則に従っ
て、サンプルクロック毎に大容量メモリに格納位置を切り替えて書き込む書込制御部と、
　大容量メモリに書き込まれた 受信データ 、大容量メモリの
後段に設けられた少なくとも一つのデータ処理部の処理内容 に基づいて

選択し、その後段のデータ
処理部において選択された受信データに処理が実施されるタイミングあるいは処理後のデ
ータが出力されるタイミングを予め演算し、選択された

を 演算されたタイミングで前記大容量メモリから
読み出す読出制御部とを備える。

【００１２】
　また、本発明の地上デジタル放送受信方法では、
　パケットの配置がモデル受信機により規定された複数のトランスポートストリームが多
重化された多重化ストリームである受信データに対し、時間デインタリーブ処理を実施す
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るための大容量メモリと、その読出制御部を備える地上デジタル放送受信装置において、
　読出制御部の処理内容には、大容量メモリに書き込まれた 受信
データ 、大容量メモリの後段に設けられた少なくとも一つのデータ処理部の処理内容

に基づいて
選択するステップと、

　後段のデータ処理部において選択された受信データに処理が実施されるタイミングある
いは処理後のデータが出力されるタイミングを予め演算するステップと、
　選択された を 演算されたタイミング
で大容量メモリから 読み出すステップとを有する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明は、時間デインタリーブ処理を実施するための安価な大容量メモリから受信デー
タの読み出しの制御において、大容量メモリの後段に設けられた少なくとも一つのデータ
処理部の処理内容に基づいて受信データを選択し、その後段のデータ処理部において選択
された受信データに処理が実施されるタイミングあるいは処理後のデータが出力されるタ
イミングを予め演算し、選択された受信データを演算されたタイミングで大容量メモリか
ら読み出すようにしたので、ＴＳバッファ部等の高価なＬＳＩに内蔵されるＳＲＡＭの使
用量を減少させることができ、ＬＳＩ等の回路規模を縮小させてコストダウンでき、消費
電力も抑制することができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態を図にもとづいて説明する。
【００１５】
実施の形態１．
　本発明の実施の形態１を説明する前に、日本の地上デジタルテレビジョン放送の伝送方
式の規格である、上記した非特許文献１に示された多重化ストリーム中のパケットの配置
を規定するモデル受信機の構成および動作について説明する。
【００１６】
　地上デジタル放送伝送方法では、階層伝送等、複数の伝送パラメータの混在が可能な方
式となっているため、ＴＭＣＣ（ Transmission　 and　 Multiplexing　 Configuration　 Co
ntrol）信号により送信側から受信側にこれらの伝送パラメータの情報が伝送される。Ｔ
ＭＣＣ信号はデータ部および同期再生用等のパイロット信号とともにＯＦＤＭフレームと
して構成される。ＯＦＤＭフレームの構成を終えた全信号は逆ＦＦＴ演算によりＯＦＤＭ
送信信号に変換される。受信機側ではＴＭＣＣ信号を復調後、各階層の伝送パラメータに
もとづいて主データの復調処理が実施される。
【００１７】
　ＴＳは、Ｎ個のＴＳＰからなる多重フレームを基本単位として構成される。多重フレー
ムを構成するＴＳＰの数（Ｎ）は、伝送パラメータにより異なる。多重フレーム長は、２
０４バイトのＴＳＰを基本とし、伝送クロックをＦＦＴサンプルクロックの４倍とするこ
とにより、ＯＦＤＭフレーム長と一致させることができる。多重フレーム中のＴＳＰは、
ＯＦＤＭ信号の３階層の何れかで伝送されるパケットか、ＯＦＤＭ信号では伝送されない
ヌルパケットの何れかに属している。
【００１８】
　図１は、非特許文献１に示された多重化ストリーム中のパケットの配置を規定するモデ
ル受信機の構成を示すブロック図である。
　このモデル受信機は、外部から受信したＯＦＤＭ変調信号から、キャリア、クロック等
を再生すると共に、前記ＯＦＤＭ変調信号をＦＦＴ部１に出力する。
【００１９】
　ＦＦＴ部１は、入力するＯＦＤＭ変調信号（受信信号）に対して高速フーリエ変換（Ｆ
ＦＴ）処理を実施する。なお、このモデル受信機に入力したＯＦＤＭ変調信号からは、別
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を

１トランスポートストリームパケット分のデータ 、
まとめて指定された順序で



途の回路によりキャリアおよびクロックが再生されている。差動復調／同期復調部２では
、ＦＦＴ処理された信号に対して差動復調処理、あるいは、スキャッタードパイロットに
よる復調処理を実施する。
【００２０】
　送信側で階層合成された信号には、移動受信性能および耐マルチパス性能を確保するた
めの時間インタリーブおよび周波数インタリーブが施される。時間インタリーブには、畳
み込みインタリーブが採用され、インタリーブ長は階層毎に独立に指定が可能である。従
って、受信側では、上記した送信側で実施された各処理を元に戻す処理が実施される。
【００２１】
　周波数デインターリーブ部３は、送信側で周波数インターリーブ処理が実施された受信
信号に対して、元に戻すように周波数デインターリーブ処理を実施する。時間デインター
リーブ部４は、送信側で時間インターリーブ処理が実施された受信信号に対して、元に戻
すように時間デインターリーブ処理を実施する。時間デインターリーブ部４には、その内
部または付随するように時間デインターリーブ用メモリ４０、書込制御部４１、および、
読出制御部４２が設けられている。
【００２２】
　図２（ａ）、（ｂ）は、時間デインターリーブ部４の一例の概略構成を示すブロック図
である。
　時間デインターリーブ用メモリ４０の内部は、図２（ａ）に示すように、データセグメ
ント内時間デインターリーブＮＯ．０、ＮＯ．１、ＮＯ．２　～　ＮＯ．１２の１３個の
ブロックに分割されている。また、各データセグメント内時間デインターリーブの内部は
、図２（ｂ）に示すように、さらに、モード毎に異なる数のシンボルバッファに分割され
ており、書込制御部４１および読出制御部４２は各シンボルバッファ毎にデータを入出力
させることができる。シンボルバッファの数は、モード１では９６であり、モード２では
１９２、モード３では３８４である。
【００２３】
　時間デインターリーブ部４における処理は、まず、書込制御部４１により、多重化スト
リームの受信データを、送信側で実施された地上デジタル放送の時間インタリーブの規則
に従って、ＦＦＴのサンプルクロック毎に大容量のＤＲＡＭメモリである時間デインタリ
ーブ用メモリ４０に格納位置を切り替えて書き込む。次に、読出制御部４２は、送信側で
実施されたデジタル放送の時間インタリーブの規則に従って、図３に示すＯＦＤＭシンボ
ル（図３については後述）となるように、ＦＦＴのサンプルクロック毎に時間デインタリ
ーブ用メモリ４０に格納された受信データを順に読み出す。なお、時間デインタリーブは
ＯＦＤＭフレーム間での畳み込みデインタリーブであるので、時間デインタリーブ用メモ
リ４０には、最大２ＯＦＤＭフレーム程度のメモリが必要である。
【００２４】
　時間インタリーブ処理は、動作的には畳み込みインタリーブ処理であるのでメモリ容量
が多く必要であり、次の式に示すように、インタリーブ長（Ｉ）＝４、伝送モード（Ｍｏ
ｄｅ）＝３である場合には、必要となるメモリの容量は９４８Ｋワードにもなる。
　（９５＊４）＊（９６＊４＊１３）／２＝９４８４８０　ワード
　例えば、１ワード１６ビットの場合、時間デインタリーブ処理に必要なメモリ容量は１
５Ｍビット程度となる。このため、時間デインタリーブメモリとしては、１６Ｍビット、
３２Ｍビット等の安価で大容量のＤＲＡＭ（ＳＤＲＡＭ等）を使用するのが一般的である
。地上デジタル放送受信装置をＬＳＩで実現するような場合には、ＬＳＩ内部のＳＲＡＭ
は時間インターリーブ処理に使用せず、ＤＲＡＭを外付けで設けて時間デインタリーブ処
理を行うことが多い。
【００２５】
　ここで注意するべき点は、非特許文献１のモデル受信機の読出制御部４２では、ＦＦＴ
のサンプルクロック毎にＯＦＤＭシンボルとなるように読み出す制御を実施するのみであ
るが、以下に説明する本発明の各実施の形態では、詳しくは後述するように大容量メモリ
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（時間デインタリーブ用メモリ４０）の後段に設けられた少なくとも一つのデータ処理部
の処理内容に基づいて読み出すデータを選択し、その後段のデータ処理部において選択さ
れた受信データに処理が実施されるタイミングあるいは処理後のデータが出力されるタイ
ミングを予め演算し、選択された受信データを演算されたタイミングで大容量メモリから
読み出すという相違がある点である。
【００２６】
　図３は、地上デジタル放送のＯＦＤＭシンボルの一例の構成を示す図である。
　図３のＯＦＤＭシンボルは、地上デジタル放送で送信のための時間／周波数インターリ
ーブ処理が実施されていない状態を示し、ＭＰＥＧ－２システムで規定されるＴＳが複数
個からなるデータのグループ（データセグメント）の単位（帯域）で構成される。このデ
ータセグメントは、パイロット信号が付加されてＯＦＤＭブロック（ＯＦＤＭセグメント
）となって、１３個組み合わせたＯＦＤＭシンボルが１チャンネル分として送信される。
【００２７】
　ＭＰＥＧ－２システムで規定されるＴＳは、ＯＦＤＭ信号に適したＴＳＰの配置となる
ように多重される。この際、１８８バイト単位のバースト信号形式に変換され、１６バイ
トの外符号のパリティが付加される。
【００２８】
　この１３個のＯＦＤＭセグメントは、高精細度テレビジョン（ＨＤＴＶ）の放送番組等
に全て（音声番組１＋ハイビジョン番組１２等）使用してもよいが、伝送特性の異なる最
大３階層（３番組）まで分割して使用することができる。つまり、地上デジタル放送方式
では、伝送特性の異なる最大３つの階層を同時に伝送する階層伝送が可能である。各階層
は、１つまたは複数のＯＦＤＭセグメントにより構成され、階層ごとにキャリア変調方式
、内符号の符号化率、および時間インタリーブのパラメータ等を指定することが可能であ
る。
【００２９】
　図３は、Ａ階層に１個のＯＦＤＭセグメント、Ｂ階層に７個のＯＦＤＭセグメント、Ｃ
階層に５個のＯＦＤＭセグメントを使用する場合の図である。
【００３０】
　図１の階層分割部５は、時間デインタリーブされた受信データを上記した各階層毎に分
割して送出する。各階層毎に設けられたビットデインタリーブ部６ａ、６ｂ、６ｃは、各
階層毎に分割された受信データに対してビットデインタリーブ処理を実施して出力する。
ビットデインターリーブ部６ａ、６ｂ、６ｃには、その内部にビットデインターリーブ用
メモリ６０、不図示の書込制御部、および、不図示の読出制御部が設けられている。
【００３１】
　図４は、ビットデインターリーブ部６ａ、６ｂ、６ｃの一例の概略構成を示すブロック
図である。
　地上デジタル放送のビットデインタリーブ処理は、例えば、図１の時間デインタリーブ
部４から出力された階層毎のパラレルデータに対して、そのビット番号ごとに遅延量をか
えたディレイラインにデータを入力させ、ディレイラインの出力を、再度、階層毎のパラ
レルデータとして出力するものである。ディレイラインの構成と容量は変調方式によって
異なっており、変調方式としては、地上デジタル放送にはＤＱＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６Ｑ
ＡＭ、６４ＱＡＭの４種類があり、変調方式は階層ごとに選択される。図４は、変調方式
が６４ＱＡＭの場合のビットデインタリーブ回路の一例を示している。
【００３２】
　ビットデインターリーブ用メモリ６０の内部は、図４に示すように、入力されるビット
に対して、１２０ビット遅延、９６ビット遅延、７２ビット遅延、４８ビット遅延、２４
ビット遅延、および、遅延なしの６種類の遅延の何れかの処理を施して出力させるように
６個の遅延処理ブロック（ディレイライン）に分割されている。また、不図示の書込制御
部および不図示の読出制御部は、各ビット毎に何れかの遅延処理ブロックにデータを入出
力させることができる。ビットデインターリーブ用メモリ６０は、上記した地上デジタル
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放送受信装置における時間デインターリーブ用メモリ以外のメモリであり、個々の容量が
小さいため、ＬＳＩに内蔵可能なＳＲＡＭを使用するのが一般的である。
【００３３】
　送信側で階層伝送を行う場合には、階層情報の指定に従って階層分割され、最大３系統
の並列処理が行われる。この並列処理では、エネルギー拡散、バイトインタリーブ、畳み
込み符号化（パンクチュアード処理）された後に、各階層に指定された方式によりビット
インタリーブと変調マッピングからなるキャリア変調が施され、階層合成される。３つの
各階層では、畳み込み符号化率、キャリア変調方式を独立に指定が可能である。従って、
受信側では、上記した送信側で実施された各処理を元に戻す処理が実施される。
【００３４】
　各ビットデインターリーブ部６ａ、６ｂ、６ｃにおける処理は、まず、不図示の書込制
御部により、受信データの各ビットｂ０～ｂ５を、ビットデインタリーブ用メモリ６０の
各遅延処理ブロックに、送信側で実施されたデジタル放送のビットインタリーブの規則に
従って、ＦＦＴのサンプルクロック毎に格納位置を切り替えて書き込む。次に、不図示の
読出制御部は、送信側で実施されたデジタル放送の時間インタリーブの規則に従って、送
信側で実施されたビットインタリーブを元に戻すように、ＦＦＴのサンプルクロック毎に
ビットデインタリーブ用メモリ６０に格納された受信データを各遅延処理ブロックの遅延
時間に応じて順に読み出す。
【００３５】
　図１のデパンクチュアード部７ａ、７ｂ７ｃは、階層分割されて各ビットデインターリ
ーブ部６ａ、６ｂ、６ｃでビットデインターリーブされた受信データに対して、送信側で
実施されたパンクチュアード処理の規則に従って、そのパンクチュアード処理を元に戻す
ように、ＦＦＴのサンプルクロック毎にデパンクチュアード処理を実施する。階層バッフ
ァ部８ａ、８ｂ、８ｃには、デパンクチュアード処理されることにより、送信側における
パンクチュアード処理前の状態に戻された受信データが順に格納される。階層合成部９は
、各階層毎のデータをＯＦＤＭフレーム毎のデータに合成してＴＳ再生部１０ａ、１０ｂ
に出力する。階層バッファ部８ａ、８ｂ、８ｃは、上記した地上デジタル放送受信装置に
おける時間デインターリーブ用メモリ以外のメモリであり、ビットデインターリーブ用メ
モリ６０と同様に個々の容量が小さいため、ＬＳＩに内蔵可能なＳＲＡＭを使用するのが
一般的である。
【００３６】
　階層バッファ部８ａ、８ｂ、８ｃへの受信データの格納状態は監視されており、１パケ
ット分のデータが入力された時点でスイッチＳ１が切り替えられ、階層合成部９を介して
、ＴＳ再生部１０ａ、１０ｂ内のＴＳバッファ部１００ａ、１００ｂにデータが転送され
る。このデータ転送は瞬時に行われるものとする。階層合成部９とＴＳ再生部１０ａ、１
０ｂとの間のスイッチＳ３は、階層合成部９から信号を入力するＴＳ再生部１０ａ、１０
ｂの切り替えを行い、ＯＦＤＭフレームの先頭で交互に切り替えられる。ＴＳバッファ部
１００ａ、１００ｂは、上記した地上デジタル放送受信装置における時間デインターリー
ブ用メモリ以外のメモリであり、ビットデインターリーブ用メモリ６０や階層バッファ部
８ａ、８ｂ、８ｃと同様に個々の容量が小さいため、ＬＳＩに内蔵可能なＳＲＡＭを使用
するのが一般的である。
【００３７】
　図１のＴＳ再生部１０ａ、１０ｂは、ＯＦＤＭ信号の伝送パラメータの設定により単位
時間に伝送できるＴＳＰの数が多様な値をとることから、ＴＳＰの配置が規定されている
多重フレームを構成する際に適切な数のヌルパケットを補完するものである。こうするこ
とで、伝送パラメータの設定によらず一定のクロックでＴＳを再生させることができる。
また、多重フレーム中のＴＳＰ配置が規定されることで、ＴＳＰごとに複数の階層に分割
されて伝送された信号から受信側で送信側と同じＴＳの再生を可能としている。ＴＳＰの
配置はモデル受信機の動作で規定されており、受信側のＴＳ再生部１０ａ、１０ｂでは、
モデル受信機と同等の動作をすることでＴＳＰの再生を行うことができる。
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【００３８】
　図１のモデル受信機に示されるＴＳ再生部１０ａ、１０ｂのＴＳバッファ部１００ａ、
１００ｂには、階層バッファ部８ａ、８ｂ、８ｃに１ＴＳＰ分のデータが蓄積されるごと
に１ＴＳＰデータが転送される。階層バッファ部８ａ、８ｂ、８ｃは上記したように最大
３階層を有し、各階層バッファ部８ａ、８ｂ、８ｃへのデータの蓄積速度は一定ではなく
、複数の階層のＴＳＰデータが同一のＴＳＰ時間内にＴＳバッファ部１００ａ、１００ｂ
へ転送される場合もある。
【００３９】
　図１のＴＳ再生部１０ａ、１０ｂ内のＴＳ再生制御部１０２ａ、１０２ｂでは、１ＴＳ
Ｐ時間（４０８バイト時間。１ＴＳＰは２０４バイトであるが、畳み込み符号のマザーコ
ードが１／２であるため、４０８バイトとなる。）毎にＴＳバッファ部１００ａ、１００
ｂを監視し、１パケット以上のデータが蓄積された場合には、スイッチＳ２ａ、Ｓ２ｂを
ＴＳバッファ部１００ａ、１００ｂ側に切り替えて１パケット分のデータを読み出し、Ｔ
Ｓバッファ部１００ａ、１００ｂにデータがない場合には、スイッチＳ２ａ、Ｓ２ｂをヌ
ルＴＳＰ１０１ａ、１０１ｂ側に切り替えてヌルパケットを送出する。
【００４０】
　また、階層バッファ部８ａ、８ｂ、８ｃからＴＳバッファ部１００ａ、１００ｂへＴＳ
Ｐデータが転送された時にヌルＴＳＰが出力中であることもある。このため、階層バッフ
ァ部８ａ、８ｂ、８ｃからＴＳバッファ部１００ａ、１００ｂにＴＳＰデータが転送され
た後、スイッチＳ２ａ、Ｓ２ｂを経由してそのＴＳＰデータが出力されるまでには、ＴＳ
Ｐ時間単位の待ち時間が発生する。ＴＳバッファ部１００ａ、１００ｂにおける出力待ち
の間、ＴＳＰデータをＴＳバッファ部１００ａ、１００ｂに蓄積するため、ＴＳバッファ
部１００ａ、１００ｂには相当な容量が必要となる。これは最大で１６ＴＳＰ分のデータ
容量となることがわかっている。
【００４１】
　図１のビタビ復号部１１は、再生されたＴＳに対してビタビ復号処理を実施するもので
ある。スイッチＳ４は、信号を出力するＴＳ再生部１０ａ、１０ｂを切り替えてビタビ復
号部１１に入力させる。スイッチＳ４は、スイッチＳ３の切り替えタイミング、すなわち
ＯＦＤＭフレームの先頭がＴＳ再生部１０ａ、１０ｂに入力されるタイミングより、３Ｔ
ＳＰ時間遅れてスイッチＳ３と同じ側に切り替えられる。
【００４２】
　ＴＳバッファ部１００ａ、１００ｂにおける１ＴＳＰデータは４０８バイトで構成され
るが、ＴＳバッファ部１００ａ、１００ｂはビタビ復号部１１の前段であるので、ビタビ
復号の精度をあげるためには、１バイトのデータ幅を１６ビット以上にする必要があり、
ＴＳバッファ部１００ａ、１００ｂの容量は前記したように１０４Ｋビット以上に増大さ
れている。
【００４３】
　本発明の実施の形態１は、上記した非特許文献１で多重化ストリーム中のパケットの配
置を規定するモデル受信機の構成及び動作を前提として、読出制御部４２の読み出し制御
内容を変更することにより高価なＬＳＩに内蔵されるＳＲＡＭ等により構成されるＴＳバ
ッファ部１００ａ、１００ｂを不要にさせるものである。
【００４４】
　図５は、本発明の実施の形態１の地上デジタル放送受信装置を示す図である。
　図５に示した本実施の形態の地上デジタル放送受信装置が、図１に示したモデル受信機
と構成上で主に異なる点は、ＴＳ再生部１０ａ、１０ｂの内部のＴＳバッファ部１００ａ
、１００ｂが削除されている点と、ＴＳ再生制御部１０２ａ、１０２ｂ、および、階層バ
ッファ部８ａ、８ｂ、８ｃからの制御信号の出力線が読み出し制御部４２ａに入力される
ようになっている点である。図５の本実施の形態における他の構成は、図１に示したモデ
ル受信機と同様である。
【００４５】

10

20

30

40

50

(10) JP 3865743 B2 2007.1.10



　次に、本実施の形態の地上デジタル放送受信装置が図１に示したモデル受信機と動作上
で主に相違する点について説明する。
　上記したモデル受信機では、ＴＳ再生部１０ａ、１０ｂの内部のＴＳバッファ部１００
ａ、１００ｂに各ＯＦＤＭシンボルのデータが蓄積されていたが、本実施の形態ではＴＳ
バッファ部１００ａ、１００ｂが削除されているので、モデル受信機でＴＳバッファ部１
００ａ、１００ｂからＴＳ再生制御部１０２ａ、１０２ｂにデータが出力されるタイミン
グに相当するように、階層バッファ部８ａ、８ｂ、８ｃから階層合成部９にデータを出力
させる必要がある。その処理のために本実施の形態では、 ４２ａにより、時間
デインタリーブ用メモリ４０から読み出すＴＳＰデータの選択と読み出しタイミングを制
御する。
【００４６】
　なお、上記したように階層バッファ部８ａ、８ｂ、８ｃのデータの階層合成部９を介し
た従来のＴＳバッファ部１００ａ、１００ｂへの転送は瞬時に行われるものであることか
ら、階層バッファ部８ａ、８ｂ、８ｃからＴＳ再生制御部１０２ａ、１０２ｂへのデータ
の転送も瞬時に行われるものとする。
【００４７】
　また、上記したモデル受信機の場合には、時間デインタリーブ用メモリ（ＤＲＡＭ）４
０に蓄積されたデータは、時間デインタリーブ部４の ４２ａにより、各ＯＦＤ
Ｍシンボルのデータが、送信側で実施された時間インタリーブ処理の規則に従ってＦＦＴ
サンプルクロックごとに順に読み出されたが、本実施の形態の場合には、 ４２
ａにより、送信側で実施された時間インタリーブ処理の規則に従うと共に、ＴＳ再生制御
部１０２ａ、１０２ｂ、および、階層バッファ部８ａ、８ｂ、８ｃからの制御信号に基づ
いて、任意の階層の１ＴＳＰデータがまとめて読み出される。
【００４８】
　ＴＳ再生制御部１０２ａおよび１０２ｂからの制御信号は、ＴＳ再生部１０ａ、１０ｂ
において予め算出される出力すべきＴＳＰの階層情報、および、順序情報である。本実施
の形態の ４２ａでは、ＴＳ再生部１０ａ、１０ｂから出力すべきＴＳＰの階層
および順序の情報を受信し、時間デインターリーブ用メモリ４０に格納されたＴＳＰデー
タの階層情報に基づいて、ＴＳ再生部１０ａ、１０ｂから指定された階層のＴＳＰデータ
を選択し、指定された順序で時間デインターリーブ用メモリ４０から読み出す。
【００４９】
　つまり、本実施の形態における読出制御部４２ａの読み出し制御内容としては、大容量
である時間デインタリーブ用メモリ４０から読み出すデータを、後段に設けられたＴＳ再
生制御部１０２ａ、１０２ｂの処理内容に基づいて選択し、そのＴＳ再生制御部１０２ａ
、１０２ｂにおいて選択された受信データに処理が実施されるタイミングに適切なデータ
の読み出しタイミングを予め演算し、選択された受信データを演算されたタイミングで、
時間デインタリーブ用メモリ４０から、ＴＳ再生制御部１０２ａ、１０２ｂで処理する任
意階層の１ＴＳＰ分のデータをまとめて読み出すことになる。
【００５０】
　時間デインタリーブ部４から読み出されたＴＳＰデータは、ＴＳＰの階層ごとにビット
デインタリーブ部６ａ、６ｂ、６ｃのいずれかに出力される。ビットデインタリーブ部６
ａ、６ｂ、６ｃでビットデインタリーブ処理されたデータは、デパンクチュアード部７ａ
、７ｂ、７ｃに出力され、各階層の符号化率にしたがってデパンクチュアード処理される
。 処理後の各階層ごとの１ＴＳＰ分のデータは、階層バッファ部８ａ
、８ｂ、８ｃに蓄積される。
【００５１】
　階層バッファ部８ａ、８ｂ、８ｃに１ＴＳＰ分のデータが蓄積された場合、その旨が制
御信号として ４２ａに出力される。すると、 ４２ａでは、その階層
のＴＳＰデータの読み出しを終了させ、次に読み出す階層のＴＳＰデータの読み出しに備
える。また、階層バッファ部８ａ、８ｂ、８ｃに蓄積された１ＴＳＰ分のデータは、ＴＳ
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再生部１０ａ、１０ｂからのデータ出力速度に対応させて１バイトづつ、スイッチＳ１を
経由して階層合成部９に出力される。
【００５２】
　上記したように ４２ａにより時間デインタリーブ用メモリ４０からのＴＳＰ
データの読み出しを制御することで、ＴＳ再生部１０ａ、１０ｂでは、階層バッファ部８
ａ、８ｂ、８ｃから受信したＴＳＰデータからＴＳを再生するために、各ＴＳＰデータを
出力待ちさせる必要が無くなる。つまり、本実施の形態の地上デジタル放送受信装置では
、ＴＳ再生部１０ａ、１０ｂ内に各ＴＳＰデータを出力待ちさせるために設けられていた
ＴＳバッファ部１００ａ、１００ｂが不要になり削除することができる。
【００５３】
　本実施の形態では、従来のＴＳバッファ部１００ａ、１００ｂの出力待ちの機能を時間
デインタリーブ用メモリ４０に代行させるようにしているので、ＴＳバッファ部１００ａ
、１００ｂを不要にしてＬＳＩのＳＲＡＭ等の高価なメモリを削減できるが、その一方で
、時間デインタリーブ用メモリ４０は、従来よりも蓄積時間が長くなり、容量を増加させ
なければならない可能性を有している。しかし、時間デインタリーブ用メモリ４０として
は、上記したように安価なＤＲＡＭを用いて構成されるため、一般的にその記憶容量につ
いては時間デインタリーブ処理に対して十分に余裕を持つものが使用され、従って多くの
未使用領域を有していることが多い。従って、本実施の形態の時間デインタリーブ用メモ
リ４０に用いられるＤＲＡＭの容量は、従来のＴＳバッファ部の処理に対応させる容量と
してこの未使用領域を利用させることにすれば、変更する必要が無いことになる。
【００５４】
　このように本実施の形態では、読出制御部４２ａにより、時間デインタリーブ用メモリ
４０から任意階層の１ＴＳＰデータを１ＴＳＰ分まとめて、ＴＳ再生制御部１０２ａ、１
０２ｂでその１ＴＳＰデータが処理されるタイミングに適切なデータの読み出しタイミン
グを予め演算して読み出すようにしたので、ＴＳバッファ部１００ａ、１００ｂを不要と
して、高価なＬＳＩに内蔵されるＳＲＡＭ等のメモリの使用量を減少させることができ、
ＬＳＩ等の回路規模を縮小させてコストダウンでき、消費電力も抑制することができる。
【００５５】
実施の形態２．
　図６は、本発明の実施の形態２の地上デジタル放送受信装置を示す図である。
　図６に示した本実施の形態の地上デジタル放送受信装置が、図５に示した実施の形態１
の地上デジタル放送受信装置と構成上で主に異なる点は、階層バッファ部８ａ、８ｂ、８
ｃおよび階層バッファ部８ａ、８ｂ、８ｃから ４２ｂに入力する制御信号の出
力線が削除されている点と、デパンクチュアード部７ａ、７ｂ、７ｃからの制御信号の出
力線が ４２ｂに入力されるようになっている点である。図６の本実施の形態に
おける他の構成は、図５に示した実施の形態１の地上デジタル放送受信装置と同様である
。
【００５６】
　次に、本実施の形態の地上デジタル放送受信装置が図５に示した実施の形態１の地上デ
ジタル放送受信装置と動作上で主に相違する点について説明する。
　上記した実施の形態１の地上デジタル放送受信装置では、デパンクチュアード部７ａ、
７ｂ、７ｃで、階層ごとに指定される符号化率に従ってデパンクチュアード処理された１
ＴＳＰ分のデータが、階層バッファ部８ａ、８ｂ、８ｃに蓄積されていたが、本実施の形
態では階層バッファ部８ａ、８ｂ、８ｃが削除されているので、実施の形態１で階層バッ
ファ部８ａ、８ｂ、８ｃから階層合成部９にデータが出力されるタイミングに相当するよ
うに、デパンクチュアード部７ａ、７ｂ、７ｃから階層合成部９にデータを出力させる必
要がある。その処理のために本実施の形態では、 ４２ｂにより、時間デインタ
リーブ用メモリ４０から読み出すＴＳＰデータの選択と読み出しタイミングを制御する。
【００５７】
　なお、上記したように階層バッファ部８ａ、８ｂ、８ｃのデータの階層合成部９を介し
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たＴＳ再生制御部１０２ａ、１０２ｂへのへの転送は瞬時に行われるものであることから
、デパンクチュアード部７ａ、７ｂ、７ｃからＴＳ再生制御部１０２ａ、１０２ｂへのデ
ータの転送も瞬時に行われるものとする。
【００５８】
　デパンクチュアード部７ａ、７ｂ、７ｃのデパンクチュアード処理は、例えば、送信側
で所定の符号化率に従ってビット数が変換された信号を、その符号化率に基づいて元のビ
ット数に戻す処理であるので、入力される信号と出力される信号のデータ量比は１：１に
はならない。上記した非特許文献１の地上デジタル放送規格における符号化率は、１／２
、３／２、３／４、５／６、７／８の中から選択される。例えば、符号化率が３／４であ
る場合、４ビットのデータがデパンクチュアード部８ａに入力されると、デパンクチュア
ード処理後には６ビットが出力されることになる。
【００５９】
　このデパンクチュアード部７ａ、７ｂ、７ｃの入力信号と出力信号のデータ量比が１：
１ではないことから、デパンクチュアード部から１ＴＳＰ分のデータを出力するのに必要
となるクロック数も、上記した符号化率によって異なっており、従って、デパンクチュア
ード部から１ＴＳＰ分のデータを出力するために必要な時間も符号化率によって異なって
いる。一方、階層合成部９は、ＴＳ再生部１０ａ、１０ｂに対して、１ＴＳＰ分のデータ
を一定の時間（ＦＦＴサンプルクロックの４０８クロック時間）で出力する必要がある。
【００６０】
　従来は、その出力時間の違いを吸収させるために階層バッファ部８ａ、８ｂ、９ｃが設
けられ、１ＴＳＰ分のデータを階層バッファ部８ａ、８ｂ、９ｃに一旦蓄積することで、
蓄積後に一定時間でＴＳ再生部１０ａ、１０ｂに出力できるようにしていたが、本実施の
形態では、符号化率に応じて、時間デインタリーブ部４からデータを読み出すタイミング
を制御する必要がある。
【００６１】
　デパンクチュアード部７ａ、７ｂ、７ｃから ４２ｂへの制御信号の出力は、
読み出されてデパンクチュアード部７ａ、７ｂ、７ｃの何れかで処理されるＴＳＰのその
階層に応じた符号化率である。この処理されるＴＳＰの符号化率を ４２ｂに出
力することで、 ４２ｂは、時間デインタリーブ用メモリ４０から読み出すＴＳ
Ｐの階層の符号化率に従って、データの読み出しタイミングを制御することが可能になる
。
【００６２】
　本実施の形態の ４２ｂでは、上記したように符号化率に従って時間デインタ
リーブ用メモリ４０からＴＳＰを読み出すタイミングを制御することで、デパンクチュア
ード部７ａ、７ｂ、７ｃから出力されるデータの出力速度が一定の速度となるように制御
できる。これは、上記したように階層合成部９からＴＳ再生部１０ａ、１０ｂに１ＴＳＰ
分のデータを一定時間で出力する必要があることにも対応できることから、本実施の形態
では、デパンクチュアード部７ａ、７ｂ、７ｃからの出力とＴＳ再生部１０ａ、１０ｂの
出力速度とを一致させることができることになる。
【００６３】
　本発明における読出制御部４２ｂの読み出し制御内容としては、例えば、大容量である
時間デインタリーブ用メモリ４０から読み出すデータを、後段に設けられたＴＳ再生制御
部１０２ａ、１０２ｂ及びデパンクチュアード部７ａ、７ｂ、７ｃの処理内容に基づいて
選択し、符号化率を用いてそのデパンクチュアード部７ａ、７ｂ、７ｃにおいて選択され
た受信データに処理が実施された後のデータ出力タイミングに適切なデータの読み出しタ
イミングを予め演算し、選択された受信データを演算されたタイミングで時間デインタリ
ーブ用メモリ４０から、ＴＳ再生制御部１０２ａ、１０２ｂで処理する任意階層の１ＴＳ
Ｐ分のデータをまとめて読み出すように制御する。
【００６４】
　このように本実施の形態では、読出制御部４２ｂにより、時間デインタリーブ用メモリ
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４０から任意階層の１ＴＳＰデータを１ＴＳＰ分まとめて、符号化率に応じてデパンクチ
ュアード部７ａ、７ｂ、７ｃでその１ＴＳＰデータが処理されるタイミングに適切なデー
タの読み出しタイミングを予め演算して読み出すようにしたので、ＴＳバッファ部１００
ａ、１００ｂのみでなく階層バッファ部８ａ、８ｂ、８ｃも不要にでき、実施の形態１よ
りもさらに、高価なＬＳＩに内蔵されるＳＲＡＭ等のメモリの使用量を減少させることが
でき、ＬＳＩ等の回路規模を縮小させてコストダウンでき、消費電力も抑制することがで
きる。
【００６５】
　実施の形態３．
　図７は、本発明の実施の形態３の地上デジタル放送受信装置を示す図である。
　図７に示した本実施の形態の地上デジタル放送受信装置が、図６に示した実施の形態２
の地上デジタル放送受信装置と構成上で主に異なる点は、ビットデインターリーブ用メモ
リ６０が削除されている点と、ビットデインタリーブ部６ａ、６ｂ、６ｃからの制御信号
の出力線が ４２ｃに入力されるようになっている点である。図７の本実施の形
態における他の構成は、図６に示した実施の形態２の地上デジタル放送受信装置と同様で
ある。
【００６６】
　次に、本実施の形態の地上デジタル放送受信装置が図６に示した実施の形態２の地上デ
ジタル放送受信装置と動作上で主に相違する点について説明する。
　上記した実施の形態１および２の地上デジタル放送受信装置では、ビットデインタリー
ブ部６ａ、６ｂ、６ｃで、受信データの各ビットｂ０～ｂ５を、ビットデインタリーブ用
メモリ６０の各遅延処理ブロックに、ビットインタリーブの規則に従って書き込み、遅延
時間に応じて順に読み出していたが、本実施の形態ではビットデインタリーブ用メモリ６
０が削除されているので、実施の形態１および２でビットデインタリーブ部６ａ、６ｂ、
６ｃの各遅延時間に応じて順に読み出されたデータがデパンクチュアード部７ａ、７ｂ、
７ｃに出力されるタイミングに相当するように、ビットデインタリーブ部６ａ、６ｂ、６
ｃで遅延されないデータをデパンクチュアード部７ａ、７ｂ、７ｃに出力させる必要があ
る。その処理のために本実施の形態では、 ４２ｃにより、時間デインタリーブ
用メモリ４０から読み出すＴＳＰデータの選択と読み出しタイミングをビット毎に制御す
る。
【００６７】
　地上デジタル放送受信装置におけるビットデインタリーブ処理は、図４に示したように
時間デインタリーブ部４から出力されるパラレルデータのビット番号ごとに遅延量をかえ
たディレイラインにデータを入力し、ディレイラインの出力を再度パラレルデータとして
出力するものである。また、前記したようにビットデインタリーブ部６ａ、６ｂ、６ｃの
入出力間の遅延時間は、ビットデインタリーブ部６ａ、６ｂ、６ｃに入力されるデータの
ビット番号ごとに異なっている。
【００６８】
　本実施の形態では、時間デインタリーブ用メモリ４０から、ＴＳ再生制御部１０２ａ、
１０２ｂで処理する任意階層の１ＴＳＰ分のデータを、上記下実施の形態１及び２のよう
にまとめて読み出さず、ビット番号ごとのビットデータとして扱い、ビット番号ごとにビ
ットデインタリーブに相当する遅延を与えたデータを読み出すようにするものである。
【００６９】
　そのためにビットデインタリーブ部６ａ、６ｂ、６ｃから ４２ｃへの制御信
号としては、 ４２ｃが読み出して各ビットデインタリーブ部６ａ、６ｂ、６ｃ
で処理されるＴＳＰの各階層の変調方式が送出される。これは、上記したようにビットデ
インタリーブ部６ａ、６ｂ、６ｃにおけるディレイラインの構成と容量は変調方式によっ
て異なっているためである。 ４２は、受信した変調方式に応じて、ビット毎に
、時間デインタリーブ用メモリ４０から読み出すまでの遅延時間を変えながらデータを読
み出して出力する。
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【００７０】
　本発明における読出制御部４２ｃの読み出し制御内容としては、例えば、大容量である
時間デインタリーブ用メモリ４０から読み出すデータを、後段に設けられたＴＳ再生制御
部１０２ａ、１０２ｂ、デパンクチュアード部７ａ、７ｂ、７ｃ及びビットデインタリー
ブ部６ａ、６ｂ、６ｃの処理内容に基づいて選択し、符号化率を用いてそのデパンクチュ
アード部７ａ、７ｂ、７ｃにおいて選択された受信データに処理が実施された後のデータ
出力タイミングに適切なデータの読み出しタイミングの演算に加えて、さらに、ビットデ
インタリーブ部６ａ、６ｂ、６ｃの各遅延時間に応じたビット毎のタイミングを予め演算
し、選択された受信データを演算されたタイミングで時間デインタリーブ用メモリ４０か
ら、ＴＳ再生制御部１０２ａ、１０２ｂで処理する任意階層の１ＴＳＰ分のデータをビッ
ト毎に読み出すように制御する。
【００７１】
　このように本実施の形態では、読出制御部４２ｃにより、時間デインタリーブ用メモリ
４０から任意階層の１ＴＳＰデータをビット毎に、符号化率に応じてデパンクチュアード
部７ａ、７ｂ、７ｃでその１ＴＳＰデータが処理されるタイミングで、さらに、ビットデ
インタリーブ部６ａ、６ｂ、６ｃの各遅延時間に応じたビット毎のタイミングに適切なデ
ータの読み出しタイミングを予め演算して読み出すようにしたので、ＴＳバッファ部１０
０ａ、１００ｂ、階層バッファ部８ａ、８ｂ、８ｃに加えてビットインターリーブ用メモ
リ６０も不要にでき、実施の形態２よりもさらに、高価なＬＳＩに内蔵されるＳＲＡＭ等
のメモリの使用量を減少させることができ、ＬＳＩ等の回路規模を縮小させてコストダウ
ンでき、消費電力も抑制することができる。
【００７２】
　本発明は上記した各実施の形態に限られるものではなく、例えば、ＤＲＡＭ等の比較的
大容量のメモリを用いて時間デインターリーブ処理を実施した後に、ＬＳＩ等に内蔵され
るＳＲＡＭ等の比較的小規模なメモリを用いてデータの組み替えあるいは入出力タイミン
グ調整等を含むデータ処理を実施して復号するデジタル放送受信装置であれば本発明を容
易に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】非特許文献１に示された多重化ストリーム中のパケットの配置を規定するモデル
受信機の構成を示すブロック図である。
【図２】（ａ）、（ｂ）は時間デインターリーブ部の一例の概略構成を示すブロック図で
ある。
【図３】地上デジタル放送のＯＦＤＭシンボルの一例の構成を示す図である。
【図４】ビットデインターリーブ部の一例の概略構成を示すブロック図である。
【図５】本発明の実施の形態１の地上デジタル放送受信装置を示す図である。
【図６】本発明の実施の形態２の地上デジタル放送受信装置を示す図である。
【図７】本発明の実施の形態３の地上デジタル放送受信装置を示す図である。
【符号の説明】
【００７４】
　１　ＦＦＴ部、　２　差動／同期復調部、　３　周波数デインタリーブ部、　４　時間
デインタリーブ部、　４０　時間デインタリーブ用メモリ、　４１　書込制御部、　４２
、４２ａ、４２ｂ、４２ｃ　 、　５　階層分割部、　６ａ、６ｂ、６ｃ　ビッ
トデインタリーブ部、　６０　ビットデインタリーブ用メモリ、　７ａ、７ｂ、７ｃ　デ
パンクチュアード部、　８ａ、８ｂ、８ｃ　階層バッファ、　９　階層合成部、　１０ａ
、１０ｂ　ＴＳ再生部、　１００ａ、１００ｂ　ＴＳバッファ部、　１０１ａ、１０１ｂ
　ヌルＴＳＰ部、　１０２ａ、１０２ｂ　ＴＳ再生制御部、　１１　ビタビ復号部、　Ｓ
１、Ｓ２ａ、Ｓ２ｂ、Ｓ３、Ｓ４　スイッチ。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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